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二
〇
一
六
年
一
月
一
六
日
の
総
統
選
挙
と
立
法
委
員

選
挙
で
は
、
民
進
党
が
い
ず
れ
に
お
い
て
も
勝
利
を
収

め
、
初
め
て
「
完
全
執
政
」、
す
な
わ
ち
総
統
と
立
法

院
（
国
会
）
に
お
け
る
過
半
数
の
議
席
の
獲
得
を
実
現

し
た
。
こ
れ
は
台
湾
に
お
い
て
、
一
九
八
七
年
の
戒
厳

令
の
解
除
か
ら
三
〇
年
、
一
九
九
六
年
の
国
民
に
よ
る

総
統
の
直
接
選
挙
か
ら
二
〇
年
の
な
か
で
、
三
度
目
と

な
る
民
主
的
か
つ
平
和
的
な
政
権
交
代
を
告
げ
る
も
の

で
あ
る
。
過
去
二
度
の
政
権
交
代
は
二
〇
〇
〇
年
と
二

〇
〇
八
年
に
行
わ
れ
た
。
台
湾
は
今
後
、
第
三
波
と
な

る
新
た
な
民
主
主
義
の
時
代
に
入
り
、
民
主
主
義
を
さ

ら
に
明
確
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　

選
挙
前
か
ら
選
挙
後
に
か
け
て
、「
新
し
い
政
治
」

と
い
う
言
葉
が
、
二
〇
一
六
年
の
二
つ
の
選
挙
の
意
義

と
変
化
の
描
写
に
よ
く
用
い
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
言
葉

は
政
治
構
造
の
若
い
世
代
へ
の
シ
フ
ト
、
新
人
の
参
入
、

そ
し
て
脱
特
権
化
を
示
し
て
い
る
。
選
挙
後
、
立
法
院

の
権
力
構
造
は
一
新
さ
れ
、
新
た
に
時
代
力
量
と
い
う

政
党
が
出
現
し
、
数
多
く
の
新
し
い
顔
ぶ
れ
が
国
会
の

議
席
を
獲
得
し
た
。
こ
の
う
ち
民
進
党
の
新
人
立
法
委

員
二
〇
名
は
国
会
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
経
験
を
も
っ
て

い
る
。
一
方
、
国
民
党
の
ベ
テ
ラ
ン
立
法
委
員
の
多
く

は
落
選
し
た
。

　

二
〇
一
六
年
の
選
挙
の
結
果
を
十
分
に
理
解
す
る
に

は
、
二
つ
の
角
度
か
ら
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
ひ
と

つ
め
は
、
二
〇
〇
八
〜
一
四
年
に
か
け
て
進
ん
だ
、
台

湾
の
市
民
社
会
諸
団
体
の
再
動
員
と
結
集
で
あ
る
。
彼

ら
は
、
馬
英
九
率
い
る
国
民
党
執
政
下
の
経
済
の
失
敗
、

民
主
主
義
の
沈
滞
、
そ
し
て
過
度
の
中
国
へ
の
傾
倒
と

い
う
三
大
失
政
を
再
三
に
わ
た
り
厳
し
く
批
判
し
た
。

こ
の
う
ち
、
重
要
か
つ
規
模
の
大
き
な
抗
争
は
野
イ
チ

ゴ
運
動
（「
野
草
苺
抗
争
」）、
親
中
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る

独
占
へ
の
反
対
運
動
（「
反
親
中
媒
体
壟
断
」）、
反
核

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
（「
反
核
示
威
」）、
白
シ
ャ

ツ
隊
の
座
り
込
み
（「
白
衫
軍
静
坐
」）、
そ
し
て
三
一

八
ひ
ま
わ
り
市
民
運
動（「
三
一
八
太
陽
花
公
民
運
動
」）

で
あ
る
。
こ
う
し
た
反
権
力
、
民
主
主
義
の
救
済
を
政

治
的
に
訴
え
る
市
民
運
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
二
〇
一

四
年
一
一
月
の
県
市
長
選
挙
で
一
気
に
噴
出
し
た
。
こ

の
選
挙
で
国
民
党
は
大
敗
を
喫
し
、
一
年
あ
ま
り
先
の

総
統
選
挙
を
前
に
し
て
、
早
く
も
深
刻
な
敗
北
の
様
相

を
晒
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

二
つ
め
は
若
者
、
い
わ
ゆ
る
ミ
レ
ニ
ア
ム
世
代
の
政

治
力
で
あ
る
。
二
〇
〜
二
九
歳
の
若
者
の
投
票
率
は
二

〇
〇
八
年
の
五
〇
％
か
ら
上
昇
を
続
け
、
二
〇
一
二
年

に
は
六
〇
％
、
二
〇
一
四
年
に
は
七
〇
％
に
達
し
て
い

る
。
今
回
の
選
挙
で
は
さ
ら
に
七
四
％
に
ま
で
上
昇
し
、

全
国
の
投
票
率
の
六
七
％
を
す
で
に
上
回
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
市
民
社
会
の
力
と
若
い
有
権
者
の
覚

醒
が
な
け
れ
ば
、
台
湾
に
お
け
る
三
度
目
の
政
権
交
代

は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
な
る
が
、
今
回
の
選
挙
の
深
層
に
あ
る
も
う

ひ
と
つ
の
意
義
は
、
台
湾
の
新
た
な
国
家
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
ー
の
高
揚
と
凝
集
で
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、

台
湾
は
独
立
す
る
こ
と
が
自
然
で
あ
る
、
す
で
に
独
立

し
て
い
る
と
考
え
る
若
い
世
代
（「
天
然
独
」）
と
、
独

立
は
も
ぎ
取
る
も
の
と
考
え
る
古
い
世
代（「
掙
扎
独
」）

の
合
流
で
あ
る
。
こ
う
し
た
合
流
が
、
国
民
党
が
選
挙

に
敗
れ
た
原
因
で
あ
り
、
さ
ら
に
い
え
ば
民
進
党
が
選

挙
に
勝
利
し
た
後
に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
の
意
識
な
の
で
あ
る
。
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